
野菜をたくさん作ってます
大西 一広さん　（66）
           紀子さん　（65）

　釣りが趣味の一広さんと、ガーデニングが
好きな紀子さん。水稲やキュウリを中心に、
白菜など多くの品目を育てています。ハウス
では基本的にお2人で作業をしているそうで、
春先にはカボチャやトウモロコシなども作られ
る予定だそうです。

　梼原町太郎川で農家レストラン「くさぶき」を営ん
でいる上田さん。坂本龍馬が脱藩した道沿いにある伝
統的な草ぶき屋根のレストランで、自慢の手打ちそば
やキジ飯などをたくさんの観光客に振舞っています。
上田さんは「梼原ならではの食材にこだわり、ここでし
か味わえない料理をたくさんのお客さんに提供したい」
と語ってくれました。

自家製そばをどうぞ
上田 知子さん（63）

　水稲、ゆず、柿等を息子さんと一緒に栽培している
勢田さん。夏はシシトウを農協に出荷しているほか、
自家用の野菜つくりなど「ボチボチやりゆう」そうです。
　これからは100歳を目標に、趣味のお酒を晩酌にボ
チボチ飲みながら、元気に頑張りたいとおっしゃってく
ださいました。

梼原支所管内より

四万十支
所管内よ

り

興津
支所
管内
より

　梼原町川井の中越さんは、ご夫婦で甘とうや原木
シイタケを栽培する傍ら、観光客のための民宿も営ん
でいます。ＪＡ女性部の一員としても日々活躍しており、
津野山管内のお土産品として人気の高いドレッシング
や焼き肉のタレ作りに力をいれています。
　優子さんは「身体が元気な限り、毎日できることをコ
ツコツ頑張りたい」と話してくれました。

民宿もやってます
中越 優子さん（69）

梼原支所管内より

なかごし　ゆう　こ

おお　にし　かず　ひろ

うえ　た　　とも　こ

寒さに負けんきね
勢田 政志さん（89）
せ    た　 まさ  し

　ご家族でピーマンを栽培している村田さ
んの趣味は、美味しいものを探して食べに
行くこと。興津地区の女性部員としても活
躍され、様々な催しで得意の料理の腕を振
るっています。2月には高知市で女性部の活
動発表をしていただきました！

マイブームは海苔巻き作り
村田 理香さん（55）
　むら　た　   り    か

大野見支所管内より

のり　こ
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四万十地域四万十地域

津野山地域

津野山地域津野山地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

出前授業で特産品を紹介

四万十地域

豚熱の防疫研修開催

　

１
月
10
日
、
高
知
県
肉
用
子
牛

価
格
安
定
基
金
協
会
主
催
の
「
ア

フ
リ
カ
豚
熱
・
豚
熱
防
疫
演
習
」

が
行
わ
れ
、
家
畜
保
健
衛
生
所
職

員
や
養
豚
農
家
ら
約
40
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

豚
熱
は
平
成
30
年
９
月
に
岐
阜

県
で
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
今
年

１
月
10
日
時
点
で
は
８
県
で
53
事

例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
約
15
万
５
千
頭
の
豚
が
殺
処

分
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
で
は
野
生

イ
ノ
シ
シ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
発
生
地
域
の
拡
大
防
止
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
に
飼
養
豚
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
豚
熱
に
関
す
る

特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
の
改

定
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
四
国
で
の
発
生
は
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
人
へ
の
感
染
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
知
県
農
業
振
興
部
畜
産
振
興

課
の
森
光
智
子
氏
が
豚
熱
の
症
状
、

特
性
な
ど
を
解
説
し
飼
養
衛
生
管

理
基
準
の
遵
守
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
演
習
で
は
防
疫
に
使
用
さ
れ
る

消
毒
薬
の
効
能
、
使
用
方
法
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
た
ほ
か
、
防
護
服
の
着

脱
に
つ
い
て
も
実
演
さ
れ
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
、
津
野
町
の
東
津
野

中
学
校
で
管
内
の
特
産
品
を
P
R

す
る
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
東
津
野
中
学
校
の
総

合
学
習
の
一
環
で
あ
り
、
生
徒
ら

は
５
月
14
日
に
津
野
町
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
『
満
天
の
星
』
で
実
際
に

特
産
品
の
販
売
の
体
験
を
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
の
講

師
と
し
て
J
A
職
員
か
ら
は
地
元

産
業
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
説
明

し
、「
満
天
の
星
」
ス
タ
ッ
フ
か
ら

は
特
産
品
の
販
売
や
生
産
に
関
す

る
思
い
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は
地
域

農
業
の
現
状
や
生
産
・
加
工
・
販
売

等
の
課
題
を
自
分
な
り
に
解
決
し
て

い
く
提
案
や
、
商
品
を
販
売
す
る
際

の
P
R
や
戦
略
、
特
産
品
販
売
を
行

い
な
が
ら
津
野
町
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
に
対
し
て
の
思
い
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

学
年
担
当
の
石
原
先
生
は
『
授
業
を

通
じ
て
故
郷
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら

い
、
故
郷
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し

て
も
ら
い
た
い
。』
と
期
待
し
て
い
ま

し
た
。
津
野
山
地
域
で
は
自
分
た
ち

の
故
郷
の
特
産
品
を
地
域
を
挙
げ
て

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
の
取

組
み
に
も
力
を
い
れ
て
い
き
ま
す
。

ハウスに強風被害農業振興意見交換会を開催

　

１
月
31
日
、
四
万
十
支
所
で
農

業
振
興
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
各
品
目
の
部
会
長
や
農
協

職
員
の
ほ
か
、
県
の
農
業
振
興
部

長
や
県
議
会
議
長
な
ど
約
50
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
組
織
か
ら
は

現
状
報
告
と
品
目
ご
と
の
情
勢
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
収
穫
や
出

荷
調
整
作
業
に
お
け
る
労
働
力
不

足
が
課
題
に
挙
が
り
ま
し
た
。
人

力
で
の
作
業
が
必
要
な
部
分
も
あ

る
た
め
、
作
業
の
機
械
化
の
推
進

と
合
わ
せ
、
生
産
力
を
維
持
す
る

労
働
力
の
確
保
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

津
野
山
地
区
で
は
花
木
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
し
た
。
花
桃
や
桜
、

ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
切
り
枝
を
加
温

ハ
ウ
ス
内
で
芽
吹
か
せ
、
新
芽
や

花
蕾
の
具
合
を
確
認
し
な
が
ら
３

月
初
旬
頃
ま
で
随
時
出
荷
さ
れ
、

今
年
は
約
７
万
本
の
出
荷
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

花
木
の
生
産
者
ら
は
、「
世
の

中
に
一
足
先
に
春
を
お
届
け
し
、

花
の
温
か
み
で
世
の
中
を
元
気
に

し
た
い
。」
と
い
う
優
し
さ
溢
れ

る
想
い
で
栽
培
出
荷
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

津
野
山
地
域
の
ナ
ス
部
会
は
１

月
29
〜
２
月
５
日
の
日
程
で
、
部

会
員
全
員
と
個
別
面
談
を
実
施
し

ま
し
た
。
作
休
み
期
間
を
活
か
し
、

品
目
担
当
指
導
員
と
振
興
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
ら
が
、
昨
年
の
栽

培
出
荷
実
績
を
基
に
次
作
に
向
け

た
課
題
や
目
標
を
検
討
し
ま
し
た
。

生
産
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
目
標

を
提
案
す
る
こ
と
で
、
栽
培
技
術

向
上
と
収
量
増
大
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。
営
農
指
導
課
で
は
農
家
巡

回
な
ど
生
産
現
場
へ
出
向
く
体
制

の
強
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

指
導
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

花木の出荷始まるナス部会　個別面談を実施

防護服の着脱を実践

被害にあったハウス活発な意見交換が行われました。

出荷を迎えた花桃の切り枝面談中の生産者と品目担当職員ら

販売体験へ向けた学習の様子

　

１
月
27
日
に
発
生
し
た
大
雨
と

強
風
に
よ
り
、
四
万
十
町
管
内
で

は
ビ
ニ
ー
ル
が
飛
ぶ
な
ど
約
30
軒

の
ハ
ウ
ス
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
購
買
課
職
員
を
中
心
に

約
10
名
が
農
家
へ
赴
き
、
２
月
１

日
ま
で
ハ
ウ
ス
の
修
復
を
行
い
ま

し
た
。
突
然
の
被
害
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
今
後
も
備
え
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
ハ
ウ
ス
の
修
復
に
関

し
て
は
組
合
員
外
の
方
で
も
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
の
で
、
購
買
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
四
万
十
支
所
購
買
課

０
８
８
０‐２
２‐５
１
７
８
）
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～紹介した商品以外の除草剤については、各支所・グリーンにお問い合わせ下さい～

四万十地域より

水稲用除草剤
 『初期剤・初中期一発剤』 の
上手な使い方
　水稲栽培における雑草防除は、近年では一発処理剤やジャンボ剤によるものが主流になってきています。薬剤
の成分により有効な草種が異なるので、発生する草種に合った薬剤を使用することも大事になってきます。
　初期剤や初中期一発剤といった湛水土壌処理剤をしっかり効かせるためには、薬剤処理後、少なくとも3～4日
間、水深を3～5cmに保ち、土壌表面に薬剤の処理層を形成させることが重要です。そのためには田面を均平に
し、漏水を極力防ぐ圃場作りを心がけましょう。

　厳寒期が終わり、気温も上昇してくる時期となりました。この時期には、新根の伸長が盛んになり、同化養分の
蓄積が始まるころです。地下部の根張りの良し悪しによって地上部（枝葉）の生育が左右されます。施肥は必ず
適切な時期に行うようにしましょう。
　また、ユズ部会（津野山）では出荷先であるJA馬路村の栽培基準に準じた栽培方法を行います。よって、
化学的に合成された農薬及び肥料は使用できません（除草剤も全く使用できません）。有機栽培に準じた栽培管理を
行ってください。

【商品紹介】

商品名 成分数 使用量 使用時期 特性使用
回数

デルカット乳剤

ホクト粒剤

ホームランＬジャンボ

カイリキZジャンボ

フルパワーMXジャンボ

イノーバＤＸ粒剤

２

４

３

３

３

４

１回

500ml/10a

３kg/10a

500g/10a

300g/10a

500g/10a

１kg/10a

除草剤を散布する 水中に成分が分散あるいは
溶け出す

水中の成分が土の表面に
吸着する

土の表面に除草剤の
処理層ができる

植代時（移植４日前まで）

移植後５日からノビエ３葉期
ただし、移植後30日まで

移植後３日からノビエ２葉期
ただし、移植後30日まで

移植３日後からノビエ３葉期
ただし、移植後30日まで

移植後５日からノビエ3.5葉期まで
ただし、収穫60日前まで

移植直後からノビエ２葉期まで
ただし、移植後30日まで

代かき作業時に原液で土壌
混和処理を行なえる

クリンチャーの成分を含む

パック剤の定番商品

ノビエに対する長期残効性と
難防除雑草等に有効

抵抗性雑草や
広葉雑草にも有効

新商品

新商品

田植同時散布が可能

＜成木の施肥と病害虫防除の時期＞

＜幼木の施肥の時期＞　（10a当たり80本植えを基本とする）

時期（月） 肥料名（成分量）
適用病害虫

施用量（kg/10a）
防除薬剤（希釈倍率）

３月上旬

４月

５月

６月

７月

ゆず園（７－４－５）
（発酵ケイフン）

ゆず園（７－４－５）
そうか病

幹腐れ病
ミカンサビダニ

ミカンハダニ

そうか病
幹腐れ病

140（200）

Zボルドー（500倍）

80（※２）
Zボルドー（500倍）

ハーベストオイル（150倍）

ICボルドー66D（50倍）
①イオウフロアブル（400倍）
②コロマイト水和剤
（2,000～3,000倍、2回以内）

※薬剤使用前に農薬のラベルを熟読し、使用量、使用時期・回数等を十分注意して使用基準を守りましょう。

土の表面に除草剤の処理層ができるので、水を外に流さないようにする（止水７日間）。

除草剤

なぜ肥料が大事なのでしょうか？

注意事項

元肥です。
必ず実施！

成分量（kg）

9.8
（10.5）

―

―

―

5.6

5.6
（6.0）

―

―

―

3.2

7.0
（7.5）

―

―

―

※１

※３

※４―

4.0

窒素 カリリン酸

時期 肥料名（成分量） 10a当たりの施用量（kg）

３～10月（月１回） ゆず園（７－４－５） 40（月１回量）

合計（kg）

320

1樹当たり施用量（kg）

0.5（月１回量）

【例１】

時期 肥料名 10a当たりの施用量（kg）

３～10月（月１回） 菜種油粕または発酵ケイフン※ 80（月１回量）

合計（kg）

640

1樹当たり施用量（kg）

１（月１回量）

【例２】

ゆずに肥料を施しましょう
津野山地域より

※１　早い芽が１cm程度伸びた時期に必ず実施する。
※２　５月下旬の追肥（ゆず園）は着花量に応じて加減する。
※３　カミキリムシの産卵防止のため、除草に努める。
　　  イオウフロアブルはICボルドー66Dとは前後２週間以上間隔をあけて散布する。コロマイト水和剤の総使用回数は２回以内。
※４　葉の表裏、幹部にも十分散布する。カミキリムシの駆除に努める。

※わからないことがあればJAまでご相談ください。

※発酵ケイフンの連続施用は避ける。




